
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ふる里の偉人が、これからの時代では検証する

ことが必要不可欠であります。 

 地元には、豪商「木谷藤右衛門」が存在し、その輝かしい業績と遺稿をまとめることで、次の時

代の子ども達に継承し、後世に記録として残すことが大事である。 

 公民館として、その業績と遺稿をまとめ、地域の機会ある毎に伝えていくために制作する。 

 

 

 

 


